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問題提起： 

 中国語の“X 给(gěi) Y VP”構文（以下“给(gěi)”構文）は意味用法が多岐にわたり、

その意味用法、および意味用法間の関連についてこれまで数多くの研究がなされてきた。

本論文は、従来の研究における“给(gěi)”構文の意味記述について、以下の三つの問題を

提起する。 

１． なぜ「受益」も「被害」も表すのか？ 構文が「受益」も「被害」も表すことは、

構文の意味制約とどのような結びつきをもつのか？ 構文の意味制約として佐々

木 1994、木村 2000a が指摘した VP の対象と Y の「密接・直接的な関係」には

どのような判断基準があるのか？ 

２． “给(gěi)”構文それ自体の意味特徴によって動機付けられた「受身用法」の拡張

ルートは何か？ 

３． “给(gěi)”構文それ自体の意味特徴によって動機付けられた「処置用法」の拡張

ルートは何か？ 

 

研究目的： 

本論文は、認知言語学の立場に立ち、特に Langacker2000 が提唱する「動的使用依拠
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モデル（Dynamic Usage-Based Model）」の理論に基づいて、“给”構文が対応する複数

の用法について、それぞれの用法の意味構造および用法間にある関連を明らかにする。こ

れにより“给”構文が対応する多義ネットワークの記述を提示することが目的である。 

 

研究方法： 

本論文の考察は通時的なコーパス調査に基づいて行った。コーパスは北京出身の作家の

文学作品で統一した。通時的な考察を可能にするため、時代別に以下に示す三つの文学作

品を選んだ。 

十八世紀半ばの《红楼梦》 [庚辰本（前 80 回）・程甲本（後 40 回）]（86 万字余） 

十九世紀半ばの《儿女英雄传》（約 55 万字） 

二十世紀末の現代作家の作品（80 万字余） 

 

考察内容： 

 本論文は、コーパス調査に基づき、まず時代の異なる三つのコーパスを通して高い定着

度を見せる意味構造を中心的意味スキーマとして記述し、次に通時的な拡張プロセスにつ

いて考察した。 

 中心的意味スキーマは二つ観察された。一つは〈（X に意志的に引き起こされる Y への）

モノの移動〉スキーマ、もう一つは〈参照点構造〉スキーマと記述した。 

〈（X に意志的に引き起こされる Y への）モノの移動〉スキーマ（以下、〈モノの移動〉

スキーマ）は、VP によるプロファイルに応じて三つの下位スキーマに分かれる。一つは、

「事物の転送・付加」と「情報の伝達・提供」を具現事例とする移動段階プロファイルで

あり、一つは、「事物の製作・取得・用意」を具現事例とする準備段階プロファイルであっ

て、一つは、移動物の使い道を具体的に示す利用段階プロファイルである。これら三つの

下位スキーマは、「モノの移動」事象連鎖を構成しており、準備段階が移動段階を目的とし、

移動段階が利用段階を目的とする、という関係にある。 

〈参照点構造〉スキーマとは、「受益者」や「被害者」を含む「間接関与者」を導く“给”

とする従来の研究に代わって、本論文が提示した意味構造である。〈参照点構造〉スキーマ

は、〈X の動作対象〉が Y（を参照点として喚起される）の支配域に同定されると記述され

る。〈X の動作対象〉とは、構文が表す事態における X の動作行為 VP と Y との関係を記

述するために、本論文が導入した意味要素である。 
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〈参照点構造〉スキーマという二つ目の中心的意味スキーマの記述により、先行研究に

指摘された構文の意味制約が、実は“给”構文に内在するこの特定の意味構造だけで説明

できるということが解明された。 

また本論文は〈参照点構造〉スキーマを内在する用例の表す事態の特徴について、「Y と

の社会的関係における X の役割遂行」であるとの記述を提起して、この特徴づけを中心に、

（〈参照点構造〉スキーマを内在する用例の表す）事態の呈するバリエーションについて統

一的に捉えることができた。従来の研究における「受益」や「被害」の位置づけは、〈参照

点構造〉スキーマを内在する用例の表す事態に対する二次的な解釈に過ぎないということ

を示した。 

二つの中心的意味スキーマ間の関連については、意味変化を動機付ける原理の一つであ

る《経路焦点⇔終端焦点》のイメージ・スキーマ変換によって示した。つまり、〈X の動作

対象〉は、〈モノの移動〉スキーマでは Y の支配域に向かって移動するので《経路焦点》

であり、〈参照点構造〉スキーマでは Y の支配域の中に位置するので《終端焦点》である。 

 コーパス調査で通時的な拡張が観察されたのは、（移動段階プロファイルを内在する）「事

物の転送・付加」、「利用段階プロファイル」、〈参照点構造〉スキーマである。 

（移動段階プロファイルを内在する）「事物の転送・付加」を表す用例については、意志

的な意味領域から非意志的な意味領域への漸次拡張プロセスを提示した。まず「X が動作

者として自らの意志によって、事物を Y に転送・付加する」甲類があり、「VP を引き起こ

す X 自体は動作者が意志的に行う行為であるが、その動作者は VP の表す事物の転送・付

加に対して意図を持たない」乙類を経て、X が無生名詞である丙類に至る。 

利用段階プロファイルを内在する用例の表す事態は、Y の行う VP がモノの授与・提供

という〈X のコントロール〉下にあるという特徴がある。このような事態において、「非難」

や「弁解」の表現機能および X の意に反する状況や結末という事態の意味特性によって動

機付けられ、「〈X のコントロール〉が相対的に弱い周辺的事態」が適用される。その結果、

〈X のコントロール〉が相対的に強いプロトタイプ的事例と〈X のコントロール〉が相対

的に弱い周辺的事例からなる強弱の傾斜を形成する。事態における〈X のコントロール〉

の強弱の傾斜を基盤に拡張が起きているのである。拡張については、〈X のコントロール〉

が失効する事態を経由して、X が VP の表す動作行為や状態変化を蒙る事態に至るまで〈X

のコントロール〉が段階的に弱化し、〈X のコントロール〉の強弱のスケールを形成すると

特徴付けた。 
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〈参照点構造〉スキーマを内在する用例には、主要拡張ルートと副次拡張ルートの二つ

の拡張プロセスが観察された。主要拡張ルートは、（もともと参照点であった）Y と（目標

であった）〈X の動作対象〉が同一化するというイメージ・スキーマ変換により、〈同一配

置〉スキーマに拡張するプロセスである。副次拡張ルートは、意味構造および事態の特徴

が非人間領域へ投射されるプロセスである。 

本論文が提示した“给”構文の意味ネットワークをまとめると下図に示すとおりになる。

実線の矢印で示されたカテゴリー化関係（二つの中心的意味スキーマ及びその関連）は《红

楼梦》においてすでに確立している。点線の矢印で示されている拡張関係は、通時的な拡

張である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

           

 

 

 

 

 現代作品に形成した“给”構文の意味ネットワーク 

〈モノの移動〉

スキーマ 

〈参照点構造〉

スキーマ 

準備段階プ

ロファイル 

移動段階プ

ロファイル

利用段階プ

ロファイル 

情報の伝達・提供 事物の転送・付加

〈同一配置〉

スキーマ 

〈X のコントロール〉が失効

するとともに段階的に弱化

していく漸次拡張プロセス 

非意志領域への漸

次拡張プロセス 

非人間領域 

への投射 


